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平成２１年第３回訓子府町議会臨時会会議録 
 

 

○議事日程 

平成２１年８月４日（金曜日）       午前９時３０分開会 

 

第１  会議録署名議員の指名（２名） 

 

第２  会期の決定 

 

第３  議案第５０号 母子健康センターの廃止について 

 

第４  議案第５１号 母子健康センターの設置及び管理条例を廃止する条例の制定につ

いて 

 

第５  議案第４８号 平成２１年度訓子府町一般会計補正予算（第２号）について 

 

第６  議案第４９号 平成２１年度訓子府町下水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて 

 



 - 2 - 

○出席議員（９名） 

        １番  佐  藤  静  基  君              ２番  河  端  芳  惠  君 

        ３番  山  本  朝  英  君              ４番  川  村      進  君 

        ５番  小  林  一  甫  君              ６番  橋  本  憲  治  君 

        ７番  工  藤  弘  喜  君              ８番  西  山  由美子  君 

        ９番  上  原  豊  茂  君 

                     

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した人 

 

              町              長      菊    池    一    春    君 

       総 務 課 長      佐    藤    明    美    君 

              総 務 課 業 務 監      伊    田          彰    君 

              企 画 財 政 課 長      山    内    啓    伸    君 

              企画財政課業務監      森    谷    清    和    君 

              町 民 課 長      平    塚    晴    康    君 

              福 祉 保 健 課 長      佐    藤    純    一    君 

              福祉保健課業務監      八    鍬    光    邦    君 

              農 林 商 工 課 長      佐    藤    正    好    君 

              農林商工課業務監      村    口    鉄    哉    君 

              建 設 課 長      林          秀    貴    君 

              水 道 課 長      竹    村    治    実    君 

       子育て支援センター開設準備室長   菅  野     宏  君 

              教 育 長      山    田    日 出 夫    君 

              管 理 課 長      上    野    敏    夫    君 

              社 会 教 育 課 長      小    野    良    次    君 

              幼稚園・保育園事務長      菅    野          宏    君 

              社会教育課業務監      元    谷    隆    人    君 

              教 育 委 員 長      飯    田    洋    司    君 

              農 業 委 員 会 長      谷    本    茂    樹    君 

              監 査 委 員      山    田          稔    君 

              農業委員会事務局長      遠    藤    琢    磨    君 

              会 計 管 理 者      三    好    寿 一 郎    君 

 

○職務のため出席した事務局職員 

              議 会 事 務 局 長      森    谷          勇    君 

              議 会 事 務 局 係 長      小    林          央    君 



 - 3 - 

開会 午前 ９時３０分 

    ◎開会の宣言 

○議長（橋本憲治君） 皆さん、おはようございます。 

  それでは定刻になりました。 

  ただいまから、平成２１年第３回訓子府町議会臨時会を開会いたします。 

 

    ◎議会運営委員長の報告 

○議長（橋本憲治君） 上原議会運営委員長から本日の議会運営について報告をいただき

ます。 

○議会運営委員長（上原豊茂君） 皆様おはようございます。 

  それでは、ただいま議長のお許しをいただきましたので、議会運営委員会からご報告を

ご申し上げます。 

  本日、午前９時から議会運営委員会を開催いたしまして、平成２１年第３回臨時会の運

営について協議をいたしました。 

  本臨時会に町長から提出されている議案は４件であります。 

  本臨時会では、町長からの行政報告がありませんので、平成２１年第３回臨時会招集の

挨拶を受けることになっておりますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、会期につきましては、本日１日間といたします。 

  議事日程につきましては、お手元に配布の資料のとおりでありますので、ご覧になって

いただきたいと思います。 

  以上のとおり議会委員会で決定いたしました。 

  これをもちまして、議会運営委員会からのご報告といたします。 

○議長（橋本憲治君） ご苦労さまでした。 

 

   ◎開議の宣告 

○議長（橋本憲治君） 本日の出欠報告をいたします。 

  本日は、全議員の出席であります。 

  田古選挙管理委員会委員長から欠席の報告がありました。 

  直ちに、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してある

とおりでございます。 

 

◎諸般の報告 

○議長（橋本憲治君） 日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局長（森谷 勇君） それでは、諸般の報告をさせていただきます。 

  本臨時会の説明員並びに閉会中の動向につきましては、印刷の上、お手元に配付のとお

りであります。 

  なお、本臨時会に町長から提出されております案件につきましては、先ほど、議運委員

長から報告がありましたとおり４件であります。 

  以上、諸般の報告を終わらせていただきます。 

○議長（橋本憲治君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。 
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    ◎会議録署名議員の指名 

○議長（橋本憲治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により議長において８番、西山由美子君

９番、上原豊茂君を指名いたします。 

 

    ◎会期の決定 

○議長（橋本憲治君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長(橋本憲治君) 異議なしと認めます。 

 よって、会期は１日間と決定いたしました。 

 

    ◎町長の挨拶 

○議長（橋本憲治君） ここで本臨時会の招集にあたり、菊池町長からご挨拶がございま

すので発言を許します。 

 町長。 

○町長（菊池一春君） 改めて、おはようございます。 

 ただいま、議長のお許しをいただきましたので、本臨時会召集のご挨拶を申し上げます。 

 本日、第３回臨時町議会を招集申し上げましたところ、全員のご出席をいただき、改め

て厚くお礼を申し上げるものでございます。 

 ７月２８日から３１日まで、道庁それから北海道開発局並びに各省庁へ平成２２年度の

予算にかかわる要望活動を実施してまいりました。来たる選挙も近いということもありま

して、省庁関係は、大変落ち着きのない状況でございましたが、何よりも一緒に参加した

十勝管内、宗谷管内の町村長とも幾分のお話をする機会がございました。例えば、十勝の

町村長にお話を聞きますと未だ牧草の一番刈りも終わってないという天候不順で、大変な

状況を今、過ごしているというお話でございました。本町においても５月１８日、１９日

の風害で８０ｈａほどの被害があったということのお話をさせていただきましたが、改め

て、また大空町や北見市は雹
ひょう

害が２００ｈａほどあったということも聞き及びました。幸

いにしてと言ったら失礼ですが、今年は雹
ひょう

害がないということで安堵
あ ん ど

しておりました 
が、私どもの町も例外にもれず、じゃがいもや玉ねぎやあるいはビート等に成長の遅れや

あるいは、病気が発生しているということで、この出来高が大変心配される状況でござい

ます。何としてもより少しでも実りの多い秋を迎えるように行政を携わるものとして案 

じ、そして期待しているところでございます。 

 さて、今日のご挨拶につきましては、本来、行政報告をもってお話をすべきところでご

ざいますが、まず、最初に訓子府高等学校の２間口確保に係る取り組みについて、若干で

すが現在の状況をご説明させていただくことをお許し願いたいと思います。 

 平成２１年度における北海道訓子府高等学校の入学生は、４０人でしたが、わずか１名
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が足りないということで間口が１つ減らされ、１学年は１学級になったことは、もう既に

ご存じのことと思います。北見市内の中卒者が１６５人も激減した年にあり、２学級に１

人足りない４０人を集めた訓子府高校の関係者、北見市ほか３町の網走中学区における保

護者と生徒の大きな期待がある意味では、表れた結果だと私自身は認識しているところで

ございます。高校配置や間口設置につきまして、北海道教育委員会は、６月２日に平成２

２年度から２４年度の公立高等学校の配置計画案を示しましたが、平成２２年度の訓子府

高校の間口は、１つに減ったままの原案となっているところでございます。 

 理由は、地元進学率が低いことや中学区定員に余裕があることと平成１９年度から、間

口変更に猶予を与える特別措置を廃止したことなどを理由として挙げているところでござ

います。 

 ５月１日には、第１回の高校配置網走中学区地域別検討協議会が開催され、７月１７日

に第２回の検討協議会が開催されました。７月５日には、自由民主党の移動政調会が行わ

れましたが、この間、一貫して私や教育委員会が強く主張し要望していることは、たった

１年が１人少ないだけの状況でいきなり間口を減らさないで欲しい。数年間の状況を見極

め、教育を見直すための間をいただきたいということでございます。 

 さらには、訓子府高等学校が長い歴史の中で築いてきた中学区で果たしてきた役割を削

がれては、子どもと保護者が困りますし、学区内の各高等学校の大切な機能をなくさない

で欲しいということであります。 

 ７月２８日に私と橋本議長が北海道教育委員会の新しい高校づくり推進室長を訪れ要請

したのを始め、教育長が３度に渡って北海道網走教育局長に協力をお願いするなど、現 

在、働きかけを強めているところでございます。 

 また、８月１２日には、改めて私と教育関係者すなわち教育委員長と教育長の３人 

で、北海道教育委員会に出向いて、間口を元の２つに戻していただくよう、強く訴えてま

いるところでございます。 

 さらには教育委員会では、明日、高校と中学校のＰＴＡ役員に対して、計画案の説明と

意見把握をすると聞いていますし、中旬には町内各団体の代表者で構成する訓子府高校教

育振興会議の総会を開催し、今後の対応策も含め検討を進めてまいります。 

 北海道教育委員会では、９月中に高校配置計画を決定したいとのことで残された時間は

限られておりますが、引き続き、町と教育委員会が連携し努力してまいりますの 

で、議員の皆様のご理解と一層のお力添えをお願い申し上げるものでございます。 

 以上が訓子府高等学校における２間口確保に関する取り組み状況でございますので、今

後におきましても、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 続きまして、本臨時町議会にあたり、提案しています概要を申し述べまして、ご理解を

賜りたいと存じます。 

 まず、各会計の補正予算案についてでありますが、一般会計につきましては、主に国の

平成２１年度第１次補正予算に基づく各種事業等を含め、総額１億２９万２，０００円の

追加補正を提案させていただいております。 

 その主な内容は、総務費では、日ノ出地区ふれあいセンター外部塗装塗り替え。 

 民生費では、きらきら本舗の就労継続支援Ｂ型事業所への移行に伴う資格取得研修など

の受講経費として、地域支援活動支援センター体系移行準備補助金。 
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 衛生費では、母子健康センター廃止に伴う解体費と子宮がんと乳がん検診の対象者増に

よる経費。 

 さらに、葬斎場の２号火葬炉セラミック張替えに係る修繕費。 

 農林水産業費では、下水道特別会計の財源調整を行うための繰出金。 

 商工費では、商店街振興及び地域活性化対策のためプレミアム付商品券発行に係る補助

金。 

 土木費では、１８年経過した公用車１台を環境対応車のハイブリッドカーに更新すると

ともに、路面補修１４カ所と４路線の道路側溝の再整備。 

 都市計画費では、経年劣化によるレクリエーション公園及び銀河公園の遊具と公園トイ

レの補修。 

 消防費では、災害時における備蓄資材として、携帯型水袋と常呂川河川防災情報受信装

置等の購入。 

 さらに、消防庁舎の耐震補強工事に合わせ待機室等の整備。 

 教育費では、乗車中の安全を確保するためのスクールバス２台のシートベルト取り替え。 

 地上波デジタル化に対応するための幼稚園、小中学校および公民館のテレビ等の更新。 

 中学校食堂のストーブ等の更新。 

 さらには、公民館暖房設備の制御機器更新と配管洗浄などの経費を提案させていただい

ております。 

 次に、下水道事業特別会計についてでありますが、一般会計同様、平成２１年度の国の

１次補正予算を活用し、農業集落排水処理施設機器更新及び修繕費として、８００万円の

追加補正をさせていただいております。 

 次に、不要となった母子健康センター取り壊しに係る事業費を前段で、ご説明しました

国の１次補正予算が活用できることになったことから、母子健康センター廃止の議会同意

と関連する母子健康センターの設置及び管理条例を廃止する条例を提案させていただいて

おります。 

 以上、４件の案件の議案につきましては、ほとんどが今回の国の１次補正予算に関連す

るものでございますが、詳細につきましては、各担当課長等から説明させますので、ご審

議賜りますようよろしくお願い申し上げまして、本臨時会招集のご挨拶とさせていただき

ます。 

○議長(橋本憲治君) 議員、説明員の皆さんに申し上げます。 

 本臨時会につきましては、６月同様、クールビズということで、ノーネクタイで進めて

おります。 

 気温が今日は上がるということになっておりますので、説明員の皆さんも遠慮なく上着

を脱いでいただいて結構でございます。 

 

    ◎議案第５０号、議案第５１号、議案第４８号、議案第４９号 

○議長（橋本憲治君） この際、日程第３、議案第５０号、日程第４、議案第５１号、日

程第５、議案第４８号、日程第６、議案第４９号は関連する議案なので、一括議題といた

します。 

 なお、議案第５０号 母子健康センターの廃止についての決定にあたっては、地方自治
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法第２４４条の２第２項の規定により、出席議員の３分の２以上の同意が必要であること

を申し伝えておきます。 

 それでは、各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 議案第５０号から順次説明をお願いしたいと思います。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長(佐藤純一君) 議案書の１０ページをお開き願います。 

 議案第５０号 母子健康センターの廃止について提案説明をさせていただきます。 

 議会の議決に付すべき重要な公の施設の利用または廃止に関する条例第３条の規定によ

り、母子健康センターを廃止することについて議会の同意を求めるものであります。 

 母子健康センターは、昭和４５年に建設されて以来、４０年が経過し老朽化が進み、使

用に耐えないことから、施設を廃止することとしたものであります。 

 施設の概要でありますが、名称は、母子健康センター。 

 施設の場所は、訓子府町大町９１番地。 

 面積は、３１９．５２㎡。 

 建設年度は、昭和４５年度。 

 廃止の時期は、平成２２年４月１日とするものであります。 

 以上、母子健康センターの廃止について、その提案理由の説明をさせていただきました

が、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、１１ページをご覧いただきたいと思います。 

 議案第５１号 母子健康センターの設置及び管理条例を廃止する条例の制定について提

案説明をさせていただきます。 

 母子健康センターの設置及び管理条例を廃止する条例を制定しようとするものでありま

す。 

 母子健康センターは、議案第５０号でもご説明しましたように、昭和４５年に建設され

て以来、約４０年が経過し老朽化が進み、使用に耐えないことから、施設を廃止すること

とし、あわせて設置及び管理条例を廃止しようとするものであります。 

 附則でありますが、第１項では、施行日を平成２２年４月１日とするものであります。 

 附則の第２項につきましては、議会の議決に付すべき重要な公の施設の利用または廃止

に関する条例から母子健康センターの規定を削除するものであります。 

 以上、母子健康センターの設置及び管理条例を廃止する条例の制定について、その提案

理由の説明をさせていただきましたが、ご審議の上、ご決定を賜りますようよろしくお願

いを申し上げます。 

○議長(橋本憲治君) 企画財政課長。 

○企画財政課長(山内啓伸君) 議案第４８号 平成２１年度訓子府町一般会計補正予算（第

２号）の説明を申し上げます。 

 議案書の１ページでございます。 

 今回の補正は、第１条にありますように、１億２９万２，０００円を追加し、歳入歳出

それぞれ４１億８８６万１，０００円とするものであります。 

 この補正の款項の区分ごとの金額等につきましては、次のページにあります第１表 歳

入歳出予算補正の表のとおりでありますが、これについては、ご覧いただくこととし、３
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ページ以降の事項別明細書により、その内容を説明させていただきます。 

 まず、１３款、２項、１目、総務費国庫補助金の２節、地域活性化・経済危機対策臨時

交付金として、７，５４３万６，０００円の計上につきましては、国の補正事業であ 

り、本町に交付される２億４４３万６，０００円のうちの一部で、内訳といたしまし 

て、既に予算化されている事業への充当分３２４万８，０００円と最後にまとめて説明さ

せていただく今回補正計上分の７，２１８万８，０００円の合計となっております。残り

の１億２，９００万円につきましては、９月議会以降に提案させていただくこととなりま

す。 

 続きまして、１３款、２項、３目、衛生費国庫補助金の１節、衛生費補助金、９２万円

の計上につきましては、安全・安心に係る国の補正事業であり、４ページをお開き願いま

すが、４ページの中段の４款、衛生費、１項、２目、予防費の経費区分３、検診・検査事

業に対応しており、子宮がん、乳がんの特定年齢における無料診断を実施するものです。 

 子宮がんにつきましては、２０歳から４０歳までの５歳刻みとして、対象者１１７名の

うち５０名の受診を見込んでおり、乳がんにつきましては、４０歳から６０歳までの５歳

刻みとして、対象者１８２名のうち７０名の受診を見込み、検診に係る委託料７１万円を

計上するとともに、２名分の賃金や宛名ラベルの購入費。検診手帳、検診案内等の印刷費。

健診案内に係る郵便料などの事務費を計上しております。 

 ３ページに戻りまして、１３款、２項、５目、教育費国庫補助金につきましては、今ま

で説明した事業と同様に、国の補正事業となっており、右端の説明欄でございますが、各

区分共通で安全・安心な学校づくり交付金は、地デジアンテナに係る補助で、補助率は相

対的に調整されており、平均しますと約４割補助ということになっており、次の学校情報

通信技術環境整備費事業補助金は、地デジ対応テレビ、ＤＶＤレコーダー、電子黒板に係

る補助で訓子府小学校と訓子府中学校が３分の２補助であり、居武士小学校、幼稚園、公

民館が２分の１補助となっており、次の理科教育設備整備費等補助金は、新学習指導要領

実施に向け、観察実験活動の充実のための理科、数学用教材購入費の２分の１を補助する

ものであります。 

 ５ページをお開き願います。中段の１０款、教育費、２項、１目の右側のほうの経費区

分３、学校施設維持管理事業から説明いたしますが、事業費２５５万３，０００円のうち

訓子府小学校アンテナが４０万５，０００円。居武士小学校のアンテナが３６万３，００

０円。残りについては、後ほど説明いたします。 

 その下になります備品購入費のテレビ等１，４１５万６，０００円の内訳ですが、訓子

府小学校は、テレビ１６台、ＤＶＤ１５台、電子黒板１台で、合わせて９１６万円。 

 居武士小学校は、テレビ９台、ＤＶＤ８台、電子黒板１台で４９９万６，０００円とな

っております。 

 その下の理科教育等教材については、顕微鏡や作図教具など訓子府小学校で２０品目の

２３１万円。そして、居武士小学校で１１品目の４７万８，０００円の計上であります。 

 その下は、中学校費になりますが、事業費３６万３，０００円は、アンテナの設置費用

で、テレビ等３８２万４，０００円は、テレビ９台、ＤＶＤレコーダー８台、電子黒板１

台。備品購入費の１３０万８，０００円は、静電気実験用具や環境学習用具など５品目の

教材購入費を計上しております。 
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 その下は幼稚園費になりますが、事業費１１万１，０００円は、アンテナ設置費。テレ

ビ等２２１万４，０００円は、テレビ５台、ＤＶＤ５台の購入費を計上しております。 

 さらに、その下の公民館管理事業の最後、備品購入費３６万４，０００円は、テレビ１

台分の購入費ということであります。 

 ３ページに戻りまして、１８款、１項、１目の繰越金につきましては、今回補正による

一般財源分を前年度繰越金で調整するものであります。 

 １９款、６項、５目の雑入につきましては、図書館開館２５周年及び歴史館開館５年記

念事業が市町村振興協会の補助対象となったもので、これもまた５ページの下段になりま

すが、１０款、教育費、５項、１目、社会教育総務費の経費区分６、芸術文化振興事業の

５０万円に対応しており、内容といたしましては、歴史館講演会、そして歴史館講座、こ

どもの広場の開催であり、講師謝礼費用の計上でございます。 

 それでは、地域活性化・経済危機対策臨時交付金の対応事業を説明させていただきます。 

 ４ページなりますが、２款、総務費、１項、６目、住民活動費の経費区分３、地域集会

場等管理経費５８８万円は、日ノ出地区ふれあいセンター外部塗装を実施するものであり

ます。 

 ３款、１項、１目、社会福祉総務費の経費区分１１、地域生活支援事業１２万３，００

０円は、ＮＰＯ法人福祉サポートきらきら本舗の就労継続支援 B 型事業所への移行に伴う

サービス管理責任者など資格取得等に係る研修会参加費に対する助成でございます。 

 ４款、１項、１目、保健衛生総務費の経費区分８、保健衛生一般経費は、母子健康セン

ターの解体経費３９９万円の計上で同じく４款、１項、３目、環境衛生費の経費区分 

１、葬斎場管理経費は、火葬炉のセラミック張替えに係る経費で、２つあります火葬炉の

うち１つは、今年度すでに終了しており、次年度実施予定の残り１つの経費９１万４，０

００円を今回計上し、前倒し実施するものです。 

 ６款、１項、５目、農業基盤整備事業費の経費区分４、下水道事業特別会計繰出金 

は、農業集落排水処理施設機器更新修繕の費用として、８００万円を計上するものです。 

 ７款、１項、２目、商工振興費の経費区分３、商工業振興対策一般経費は、生活者対策

と商店街振興対策を加味し、プレミアム付商品券を発行するもので、商工会が事業主体と

なり、１万円で１万２，０００円分の商品券を発行し、平等性の確保から一世帯２万円を

限度として、２，１２５世帯分プレミアム額にいたしまして、２万円ということは４，０

００円になりますので、４，０００円掛ける２，１２５世帯分で８５０万円の計上でござ

います。予定としては、１１月初旬に商品券を売り出し、使用できる期間を３ヵ月程度に

設定し、地域活性化へつなげる考えでございます。 

 ８款、２項、１目、車両運行管理費の経費区分５、車両購入事業は、環境対応車の購入

費用と諸経費を合わせて２５９万８，０００円の計上であります。 

なお、エコカー減税により、重量税は全額減免されることとなっております。 

 ８款、３項、２目の道路維持費の経費区分１、町道補修事業７００万円の計上は、駒里

弥生線、南１１線など経年劣化による路面補修、側溝整備について、緊急性の高いものを

選定し実施するものでございます。 

 ５ページになります。８款、５項、１目、公園費の経費区分３、公園施設整備事業 

は、レク公園の複合遊具及びトイレ外壁の補修、銀河公園の遊具塗装及びトイレ外壁塗装
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の経費として、１４０万円を計上してございます。 

 ９款、１項、３目の災害対策費の経費区分１では、災害対策費として、携帯型備蓄用水

袋を１，０００袋３７万８，０００円及び油流出事故対策として、ロープ状油吸着材３セ

ット３１万２，０００円合わせまして事業費６９万円の計上とリアルタイムで、常呂川の

状況を把握できる画像受信装置の導入経費として、備品購入費３１万円の計上であります。 

 次に、新設しました、４目、消防施設整備費、経費区分１では、消防庁舎施設整備事業

として、診断による補強が必要となった消防庁舎の耐震工事と合わせて機械室、トイレ等

の改修。かねてより指摘を受けていた電力受電設備の改修に係る経費２，２００万円の計

上でございます。 

 １０款、教育費、１項、３目、スクールバス運行費の経費区分１、スクールバス運行事

業の６６万円の計上は、シートベルトが手動巻取りになっているスクールバス２台につき

まして、自動巻取り型に取替える経費でございます。 

 次に、小学校費以下の地デジ対応テレビの購入に関してですが、これは先ほど説明いた

しましたとおり国費補助事業である学校情報通信技術環境整備費事業補助金の対象となり

ますが、補助残について、今回の交付金措置が認められておりますことから、右側の中央

にございます小学校費のテレビ等で１，４１５万６，０００円となっていると思います 

が、これに５３０万円。その下にいきまして、中学校費のテレビ等で１１０万円。幼稚園

費のテレビ等で１００万円。そして、一番下になります公民館の施設用備品、これはテレ

ビになりますけども、１０万円。合わせまして、合計７５０万円を地デジ対応テレビ購入

費の一部として充当するものでございます。これらについては、別に配っています投資的

事業の一覧表の財源内訳をご覧いただければ分かりやすく記載してございますので、参考

にしていただけるかと思います。 

 次、１０款、２項、１目、学校管理費の経費区分３、学校施設維持管理事業の備品購入

費、施設管理用備品５７万３，０００円につきましては、居武士小学校の書架２台分の計

上であります。 

 その５行ほど下の中学校の備品購入費、その中の食堂用ストーブ３２２万２，０００円

につきましては、訓子府中学校の食堂に設置しているストーブが経年劣化し、製造が中止

されており、部品調達も困難な状況になっていることから、ＦＦ灯油暖房器１１台と集中

制御盤１式を購入する経費の計上でございます。 

 １０款、５項、２目、公民館費の経費区分１、公民館管理事業の需用費につきまして 

は、公民館電気暖房制御機器が、導入から１２年経過し、操作及び維持管理が困難な状況

になっていることから、制御機器交換に必要な経費１３０万円の計上であり、次の委託料

については、公民館暖房用配管の洗浄として、平成１０年度設置以来、洗浄作業を実施し

ていないことから、ボイラーの延命及び熱効率の向上を図るための経費として、４００万

円を計上するものであります。 

 ただいま、説明いたしました国の補正がらみの事業につきましては、入札残を見込み一

般財源も若干計上してございますが、ほぼ１００％事業であり、事業選択については、有

利な補助事業等がないもので緊急性が高く、近い将来実施する事業の前倒し実施に重点を

置き、浮いた一般財源を基金造成など明確に経理区分し、有効に活用していく考えでござ

います。 
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 以上、総額１億２９万２，０００円を追加する補正予算の内容について説明をさせてい

ただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長(橋本憲治君) 建設課長。 

○建設課長(林 秀貴君) 議案書の６ページをお開き願います。 

 議案第４９号 平成２１年度訓子府町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい 

て、提案説明をさせていただきます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ８００万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ２億４，

１９０万円とするものであります。 

 次に、７ページにつきましては、款項ごとにそれぞれ補正額を記載しておりますの 

で、ご覧いただき、その内容については、８ページ以下の事項別明細書によって説明させ

ていただきます。 

 今回の補正は、各処理場の経年劣化による施設の修繕について、毎年の計画的なものや

緊急を要する機器更新や修繕などを本年度分と来年度分の一部を前倒しして地域活性化・

経済危機対策臨時交付金の活用事業として実施するものです。 

 はじめに、８ページの歳入について説明させていただきます。 

 第３款、繰入金、第１項、他会計繰入金、第１目、一般会計繰入金につきましては、歳

出の財源調整分として一般会計から８００万円を繰り入れるものであります。 

 次に、９ページをお開き願います。歳出について説明させていただきます。 

 第１款、総務費、第２項、下水道管理費、第１目、農業集落排水管理費の修繕料につき

ましては、訓子府処理施設、末広処理施設、日出処理施設の経年劣化による照明器具交 

換、空調設備更新、配管塗装、給水設備改修などの修繕料として、８００万円を追加計上

するものであります。 

 以上、平成２１年度訓子府町下水道事業特別会計の補正予算について、その提案説明を

させていただきましたが、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長(橋本憲治君) これより提案理由の説明が終わっております一括議題の議案第５０

号、議案第５１号、議案第４８号、議案第４９号の質疑に入ります。 

 一括議題の質疑にあたりましては、議事進行上、会議規則第５５条ただし書きを適用 

し、議長が指定した議案ごとに１人につき２回まで質疑することを許します。 

 まず最初に、議案第５０号の質疑を許します。 

 ご質疑ございませんか。１０ページでございます。 

（「なし」との声あり） 

○議長(橋本憲治君) 質疑がないようですので、議案第５０号の質疑を終了いたします。次

に、議案第５１号の質疑を許します。 

 １１ページでございます。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（橋本憲治君）質疑がないようですので、議案第５１号の質疑を終了いたします。 

 次に、議案第４８号の質疑を許します。 

 議案書１ページでございます。 

 ご質疑ございませんか。 
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 ２番、河端芳惠君。 

○２番(河端芳惠君) ２番、河端です。４ページ、衛生費の予防費、検診・検査事業につい

てですが、先ほど説明の中で年齢を子宮がんについては、２０歳から４０歳、１１７名中

５０名を対象にしている。 

 また、乳がんについては、４０歳から６０歳、１８０名中７０名を対象にしているとの

お話ですが、これは、希望者全員ということではなくて、半数以下の数字が上がっている

ということは、どのようなことなのでしょうか。お聞かせ願います。 

 最近、がんの低年齢化と女性特有のがんが増えているということで、国の措置としてこ

のようになったというのは分かりますが、この予算計上で半分を対象にしているというこ

とです。 

 それからもう１点、先ほど５款、都市計画費の中の３項、公園施設整備事業の中で先ほ

ど銀河公園と説明あったと思うのですが、これはレクリエーション公園ではないのですか。

トイレと外壁のことで何か聞き違いかと思ったのですが、その２点よろしくお願いします。 

○議長(橋本憲治君) 福祉保健課長。 

○福祉保健課長(佐藤純一君) ただいま、女性特有のがん検診のことでお尋ねいただきまし

たが、議員の言われるとおり、まず、子宮頸がんにつきましては、対象年齢が２０歳から

４０歳までの４月１日現在の年齢でいきますと５歳刻みで対象者が１１７名の予算計上が

５０名です。それから乳がんにつきましては、対象年齢が４０歳から６０歳までの５歳刻

みで対象者が１８２名の予算計上が７０名ということでございます。本町におきまして 

は、以前から独自に５歳刻みの節目検診というのを実施しており、その実績を見ますと大

体対象年齢の３０％以下ぐらいの実績でございますが、今回、国で出された目安としまし

て、対象者の約５０％ということで予算を計上するということになってございます。今 

回、本町の実績では３０％以下ですが、国でこのような政策を打ち出したということ 

で、子宮頸がんにつきましては、予算計上で約４２％。それから乳がんについては約３８％

程度ということで本町の実績を見ながら、この対象人数で予算計上したということで、ご

理解をいただきたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) 企画財政課長。 

○企画財政課長(山内啓伸君) 聞き取りにくくて申し訳ございません。再度、説明させてい

ただきますが、公園施設整備事業は、レク公園の複合遊具及びトイレ外壁の補修。それと

銀河公園の遊具塗装及びトイレ外壁塗装経費として、１４０万円を計上するということで

ございます。 

○議長(橋本憲治君) ほかにご質疑ございませんか。 

４番、川村進君。 

○４番(川村 進君) ４番、川村です。４ページ、総務費、２款、１項、６目、総務管理費

の５８８万円。日ノ出ふれあいセンターの改修は外壁だけをやるということで、５８８万

円ですが、この５８８万円の塗装工事というのは高いと思うのです。それが何㎡で、建材

は何ですか。この工事にかかる５８８万円の内訳です。何日間かかり、何人工で１人当り

の職人、補助員がいくらになり、どのような形で５８８万円になるのか。どうもこれは高

すぎると思いますので説明してください。 

○議長(橋本憲治君) 町民課長。 
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○町民課長(平塚晴康君) 日ノ出地区ふれあいセンターの関係でございますが、これにつき

ましては、外部の塗装ということでございまして、基礎部分、それから外壁面、そして木

部、外壁の部分でも木を使っている部分が結構ありますのでその塗装と屋根面です。それ

から、外に同じような資材を使っている物置がございますが、その物置も塗装をするとい

うことでございます。 

 この施設の面積につきましては、床面積４４７．１１５㎡でございます。物置が１９．

４４㎡です。それぞれこれにより実施をする訳でございますが、詳細、建材、外壁につき

ましては、サイディングを使用してございます。この建物の玄関部分の上に、木の梁みた

いなのが何本もございますが、そのトラスというのをボルトでそれぞれ留めてあります。

そのボルトの締め付けを行います。これを個数で２，０００個以上のボルトがついていま

すので、それも含めて、この外部の修繕ということで考えてございます。この細かい積算

については、今後、積算を細かくしていきます。 

また、１人当りの人件費とか日数という形ではない見積もりをいただいており、その分

の予算を計上させていただいておりますので詳細については、今後、仕様書等を出してい

くという形になっていくと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) ４番、川村進君。 

○４番(川村 進君) ４番、川村です。僕はその工事ヵ所に３回行き見ています。１回目 

は、屋根部分の２５万２，０００円を予算化され入札で２２万円程度で落札、あの工事を

されたときです。その後２回行っています。今朝も行ってきました。それで、その材質な

どに塗装がきくのだろうかと思いました。今の説明で木部にも塗装するのは、あれははっ

きり言ってサンドペーパーなどで、削るか擦るかして整えるか、せいぜい、オイルステン

塗装程度しかできないと思うのです。そうすると５８８万円というのは、僕が業者に聞き

ましたが、５８８万円をかけるのは、相当な工事量になると言っていました。 

 また、ビデを組む費用も相当高く見積もりされているのでないのか。本体の塗装にして

も塗装が流れ落ちるような建材ではないのかということを僕は心配しています。今、見た

ところでは、ごみを払い、拭き取ることで、塗装しなくても良いという状態と思います。

このことを言っては悪いですが景気浮揚対策による予算付かもしれませんが、もう少し検

討していただき、５８８万円の半額でできるのではないかという感覚です。見積もりはど

のように出ているかわからないですが、とにかくもう一度見てください。今、クモの巣が

かかっている。ごみが付いている。そのようなものは、手できれいに拭き取れば大丈夫で

す。あとは、木部の塗装になります。それ以外の部分は、塗装が効かないような気がしま

す。検討してください。 

○議長(橋本憲治君) 町民課長。 

○町民課長(平塚晴康君) 私も、この現場を見させていただきまして、この建物は平成５年

に建設してから既に１５年を経過してございます。そのことでコーティング、サイディン

グになっていますので、その間のコーティングについてもひび割れや隙間が開いていると

いうことです。ここに雨風が入るということは、建物の維持管理上でもこれが１５年経過

している中で、整備しなければならない。 

また、この建物の延命につながらないということもございますので、そのようなことで

今回、実施をするということでございます。ぜひ、ご理解をいただければと思います。 
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○議長(橋本憲治君) ほかに、ご質疑ございませんか。 

９番、上原豊茂君。 

○９番(上原豊茂君) ９番、上原です。何点か質問させていただきます。まず、民生費の関

係であります。先ほど地域生活支援事業の関係で、きらきら本舗の運営の資格取得のため

に、職員の派遣をする予算をということであります。最近、体制も変わったというような

形で努力しているというように聞き及んでおりますが、このきらきら本舗運営にあたって

どのような資格が必要であるのか。今、対応が違うという気もしますが、もし、できれ 

ば、今どのような資格を持った職員がどのような体制でいるのかというのを分かれば説明

をいただきたいというように思います。 

 それと次の７款の商工費の関係であります。前定例議会でも前回のプレミアム商品券の

関係につきまして、町民の声で指摘がございました。ただいまの説明の中で８５０万 

円、総額にして、５，１００万円の商品券を発行する。１１月発行で３ヵ月というような

説明がございました。これは、公平感という説明があったかと思いますが、実際に、２，

１５０世帯で様々な方々がいらっしゃる訳でありまして、かつてのプレミアム商品券発行

の時には、給付金があったということもあり、手持ちの金がすぐ動いたというのか、動か

せたという状況にあったかと思いますが、今回の状況の中では、個々の生活にそれなりの

余裕があり、お金がないとなかなかこの商品券購入に充てられないのでないかということ

も危惧する訳であります。 

 そういう点からして、これら商品券の発売にあたって、商工会が対応するということで

ありますから、町が直接住民に対して、一つひとつ対応するということではないと思いま

すが、どのようにその公平感を発揮できるのかといいますか。公平感をその町民が感じら

れるような対策を要求しているのか。その辺についての説明もいただきたいと思います。

例えば、今説明にありましたように、しつこいですが、公平感という点では、全く別な対

応を考える必要もあったのではないかというように思います。商品券というのは、１万２，

０００円を確保するために、１万円を出さなければいけない訳です。その１万円がなけれ

ば、何らこのメリットを得られないという点からしますと１万円を出さなくてもその公平

感を感じられるような対策というのを考えられなかったのかということが残念に思う訳で

す。もし、その辺についての対策等も将来に向かって考えているのであれば、この関連の

中で出していただければというように思います。 

 以上であります。 

○議長(橋本憲治君) 福祉保健課長。 

○福祉保健課長(佐藤純一君) ただいま、きらきら本舗の体系移行にあたっての人員に対す

る基準というような形のお尋ねかというように思いますが、現在の体系でいきますと地域

活動支援センターⅢ型であり、職員配置は常勤１人、非常勤１人という基準になってござ

いますが、今度、体系移行した場合には、訓練等給付ということで就労継続支援Ｂ型とい

う形になり、少し基準が厳しくなりますので、サービス管理責任者１人で常勤になります。

それから、職業指導員が１人以上ということであり、これも常勤でございます。それから

生活指導員が１人以上ということで、これらにつきましては、今、人数を１人以上という

ように申し上げましたが、利用者の人数によって基準が定められており、訓子府町の今の

基準では、この３つで１人以上の職員配置が必要になるということでございます。 
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○議長(橋本憲治君) 農林商工課長。 

○農林商工課長(佐藤正好君) 議案書４ページの７款、商工費、プレミアム付商品券発行事

業補助金についてのお尋ねをいただきました。今回につきましては、公平性の確保という

ことで、先の議会でも一般質問いただきましたので、基本的には、全世帯に購入できる機

会を確保するということであり、引き換え券の全戸配布を予定してございます。それと商

品券を買うにあたりましては、前回では定額給付金等の独自財源があったということでご

ざいましたが、今回はそのようなものが一切ございません。それで、通常の生活費の中か

ら、商品券を買っていただくということになる訳ですが、１万円を出さなくても交換でき

るようなことは考えられないのかということでございました。これにつきましては、最初

からそのプレミアム部分だけの金額を発行したとしても、消費に与える影響というの 

は、ごくわずかになってしまいますので、そのような意味では、今回２０％のプレミアム

を付けることによって、町内全体の消費としては、４，０００万円を超える額が期待でき

るということでございます。本来ですと生活支援の目的もありますから、他の施策も当 

然、考えなければいけないのですが、今回はそのような補助等の財源も特にございません

ので、どちらかというと商店街振興として、町内の景気刺激による経済効果に重点を置い

て進めるということで、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) ９番、上原豊茂君。 

○９番(上原豊茂君) きらきら本舗については、それぞれ立場が違いますので、状況につい

ては、今、説明にあったように、それぞれ厳しい状況の中で努力しているのだというよう

に認識しております。プレミアム付商品券の関係でありますが、ここで、公平感という言

葉を使うこと自体がどうなのかという気がするのです。公平感と町民に向かって公平感と

言えば、それぞれ困っている方もいろいろな状況の中で、公平感を感じられるような形と

いうのが、我々がここで使える公平感でないかというように思います。そのような意味で

は、公平感というよりも後半で言った経済活性化という形がこの場合は、適当でないかと

いうように私は感じております。いろいろな制限をかけながら、今回のプレミアム商品券

の新たな発行という形で刺激を与えるということでありますが、これが、もし、２割の８

００万、８５０万円の追加予算が消化できなかった場合、どのような形でその後の対応を

するのか。それについての指示、指導はあるのかどうか。その辺について、お聞かせをい

ただきたいと思います。 

以上です。 

○議長(橋本憲治君) 農林商工課長。 

○農林商工課長(佐藤正好君) プレミアム付商品券につきまして、再質問をいただきました。

この４，２５０万円ほどの予算規模になる訳ですが、販売したが売れなかった場合という

ようなお尋ねでございます。それで、商工会といろいろ協議させていただいた経過の中で

年末商戦などのキャンペーンというような形に合わせて実施するようなこともございます。 

また、オホーツクカードとの連携など、そのようなこともいろいろ検討されてございま

す。そうした意味では、売れ残るということにはならないのではないかという予想のもと

に、今スタートしている訳でございます。これは、最終的な実績の補助金であり、もし売

れ残れば、それだけ補助金の額も減るということで、ご理解を賜りたいと存じます。 

○議長(橋本憲治君) ほかにご質疑ございませんか。 
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８番、西山由美子君。 

○８番(西山由美子君) ８番、西山です。５ページの２款、３款、４款、５款のテレビの購

入について、まとめてお尋ねいたします。それぞれ、小学校、中学校、幼稚園、公民館の

購入台数と今まで現在、使われている台数と増減があるのかどうかということが１点です。 

それから、だんだん今、テレビの価格もだいぶん割引されてきていますが、どの程度の

ものを購入するのかその点。 

それから、地域活性化としての交付金ですから、この購入は地元業者から買うのかどう

か。その点が１点です。 

それから、電子黒板が各１台ずつとありますが、どこでどのような時に使われるのかお

伺いいたします。 

以上です。 

○議長(橋本憲治君) 管理課長。 

○管理課長(上野敏夫君) ただいま、テレビの購入に関して質問がございました。それぞ 

れ、学校の方からの要望に応じて、テレビ等を購入する計画でございます。増減につきま

しては、今現在の学級数、そして特学の部分でのテレビ台数になってございますので、若

干、台数は落ちているような状況と思います。 

 それから、どの程度のテレビかと申しますと５０インチのテレビにつきましては、約２

８万円。それから、４２インチにつきましては、１７万５，０００円というようなことで

ございます。それから、電子黒板につきましては、約７０万円ほどの金額でございます。

それから、納入業者につきましては、これは地元ももちろん入りますが、北見等の業者も

入ってというようなことかと思います。 

 それから、電子黒板につきましては、私も実際見たことはないのですが、いわゆる会社

などでいろいろな事業のプレゼンテーションなどで使っている部分をよくテレビなどで見

かけますが、そのような部分で、タッチパネル式で、いわゆる非常に使い勝手のいいもの

というように伺ってございます。 

以上です。 

○議長(橋本憲治君) 社会教育課業務監。間違いましたすみません。 

幼稚園・保育園事務長。 

○幼稚園・保育園事務長(菅野 宏君) 幼稚園の部分でお答えをさせていただきたいと思い

ますが、テレビの台数につきましては、現在と同じく、教室４クラスに１台ずつあります

ので４台。それから職員室に１台と考えてございます。 

それから、テレビはどの程度のものかというご質問でしたが、今、管理課長のほうでも

お答えしましたが、４２インチにつきましては４台みておりまして、１７万５，０００ 

円、３２インチについてですが、それは１２万８，０００円ということで考えてございま

す。 

 あと、業者につきましては、管理課と同じようなことで考えてございます。 

以上でございます。 

○議長(橋本憲治君) ８番、西山由美子君。 

○８番(西山由美子君) 今、テレビ及び電子黒板についてご説明いただきましたが、それぞ

れ小学校、中学校、幼稚園の現場の先生方のいろいろな要望といいますが、特に、電子黒
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板に関しては、今、課長もあまりよく存じないということですが、要望があって買うとし

たら、そこら辺はどのように伝えられているのか。 

それから、テレビなども例えば、幼稚園、小学校、中学校でそれぞれ使い方が違うと思

いますが、授業の中で使われるのか。活用の方法というのを少し具体的に分かれば教えて

いただきたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) 管理課長。 

○管理課長(上野敏夫君) 再質問の中で、どのように使うのかというようなことでございま

すが、これは、学校の要望をそれぞれ反映していますが、基本的には今現在の学級数、そ

して特学の学級数の部分でございます。さらには、職員室と校長室には小さいものを置く

というようなことで、計画をしていたところでございます。それで、実際には、例えば理

科室とか音楽室等々にも使う機会があろうかと思います。実際には、この理科室などは、

補助対象になっていません。その関係から、例えば、特学の部分につきましても、大きな

テレビを購入しまして、そのテレビを例えば、理科教室に移動させるなどそのような使い

方をしていきたいというように今考えてございます。 

以上です。 

○議長(橋本憲治君) 教育長。 

○教育長(山田日出夫君) 少し補足させていただきますが、電子黒板の関係です。議員もご

存じかもしれませんが、現在、居武士小学校に１台入っておりまして、実は、パソコンの

タッチパネルを黒板台に大きくしたようなもので、画像、写真などいろいろなデータを記

憶させておき、先生、また子供がパネルの所定のアイコンを押すと瞬時に画像が出た 

り、情報が出てくるというようなものでございまして、現在も非常に有効的、効率的に使

われております。それで、今回１台ずつの予算となっていますが、これは、国の補助その

ものが１台の予算しかもっていませんので、本当はもっと沢山いただければよろしいので

すが、なかなかそこまでは至りませので、１台を配備して、キャスターもついており移動

も可能ですので、課長が先ほど言いましたテレビと同じく、必要に応じて移動させ有効に

使ってまいりたいと考えております。 

○議長(橋本憲治君) 幼稚園・保育園事務長。 

○幼稚園・保育園事務長(菅野 宏君) 幼稚園でのテレビの活用なのですが、主に、午後の

預かり保育になると思いますが、経営要綱の中でもうたっておりますが、テレビに対して

の部分では、月曜日から金曜日まで午前中にＮＨＫで子ども向けの番組があるのです。１

５分番組だと聞いていますが、それを職員室で１回録画をする。そして、午後の預かりで

見せるということの活用です。 

 それから、あと発表会の準備、練習です。それをビデオに撮り、もう１回子どもたちに

見せることにより、さらにいいものをつくり上げていくような活用でございます。 

以上でございます。 

○議長(橋本憲治君) 先ほどの上原議員から質問がありました内容に補足説明をしたいと

いうことで、農林商工課長。 

○農林商工課長(佐藤正好君) 先ほど商品券が売れ残った場合のことについてのお尋ねを

いただいたのですが、若干、補足をさせていただきたいと思います。今回、販売するにあ

たりましては、購入できる機会を町内全世帯の方に確保させるということが、まず１つの
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ポイントになってございます。それで、その全世帯を対象にした発売期間については、今

のところ１週間程度を確保したい。それで残った場合については、例えば、１人３万円と

いうような制限をつけながら追加販売をするということを予定してございます。なおか 

つ、先ほどお話しましたとおりオホーツクカード等との連携等により、売れ残りというの

はないのではないかという想定をしているところでございます。 

○議長(橋本憲治君) ほかにご質疑ございませんか。 

１番、佐藤静基君。 

○１番(佐藤静基君) １番、佐藤です。今回の特別交付金については、２つの目的があ 

り、町民とそれから商工会のプレミアムであります。いろいろな面があるのですが、計画

にはないが、将来やらなければならない事業をやるという基本的な考え方です。 

 もう１つは、将来の財源を一般財源という自由になる財源を少しでも残したい。つくり

たいという目的があるのだろうと思います。 

 そこで、５ページの消防の耐震事業に係る予算で、一般財源から２００万円ほど予定さ

れております。私は、今、申し上げました基本的な財源の有効的な活用から考えますと消

防の建設基金として１，１１０万円ほどございます。これは、かなり昔だと思います 

が、有志の方が将来消防庁舎を建て替える時に活用してくださいと。あらゆる面で少しず

つ基金として積んだものだと思います。先ほど申し上げましたように、一般財源からでは

なく、この際、その基金を寄付された方の思いといいますか。志にも応えるためにも、ぜ

ひこの基金を使うべきだと思いますし、使わしてもらうべきだと思いますが、その辺につ

いて、そのような考えを持っていないのかお伺いしたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) 企画財政課業務監。 

○企画財政課業務監(森谷清和君) ただいま、社会資本整備基金の管理区分、消防の「基金

を活用しては」というご意見をいただきました。これにつきましては、この後、また検討

させていただいて、この入札等が確定し、また補正が出てくると思いますので、その段階

に財源調整の対応をさせていただきたいというように思います。 

○議長(橋本憲治君) ほかにご質疑ございませんか。 

７番、工藤弘喜君。 

○７番(工藤弘喜君) ７番、工藤です。１点ぐらいになると思うのですが、今、佐藤議員か

らも消防の関係で、この交付金を使ってということで、先ほどからも説明いただいている

のですが、今回のこの臨時交付金を先ほどとその前の上原議員のプレミアム付商品券とも

係わるかとは思いますが、まず１つは、この消防に限って言えば、できればこの消防の改

修というのですか。いわゆる中の整備をするのですが、このようなことは、これから出て

くる公共投資で、できなかったのかどうか。その交付金の中でそれを該当してもよかった

のではないかというように思っております。それでやることによって、今回のその公共投

資臨時交付金の持っている本来の目的から、使うべきだという中身の臨時交付金を考えま

すと先ほどと同じことになりますが、上原議員がプレミアム付商品券の中で言われたよう

に、本当にその町民の生活が大変なところにもっと手厚い支援というものが、この消防改

修を臨時交付金で対応しなければ、できることもあったのではないのかというように思い

ます。そのようなことから含めて考えると今回のこの臨時交付金の予算を決める中で、各

課間のいわゆるその当然話し合いというのか、各関係課の全課でやられているとは思うの
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ですが、どこまで、総合的な詰めた議論というのをされたのか。なかなか難しい答え方に

なるかと思いますが、その辺を聞きたいと思います。どれだけその町民生活の部分まで配

慮ができていたのか。あるいはその交付金の中身の使い方も含めて、当然、今後、その公

共投資臨時交付金のような形で出てきますので、それで対応できるものも今回の提案の中

で、何か処理したらよいというようなものもあるような気がしますので、そこら辺の検討

というのは、どこまでされたのかお伺いいたしたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) 企画財政課長。 

○企画財政課長(山内啓伸君) まず、消防につきましては、今言われた公共投資の関係では

補助対象にならないということですので、その選択肢は捨てたということになります。そ

れで、この交付金の考え方というのは、あくまでも基本はやらなければならないことをや

る。そして、総合計画などの事業について前倒しして、将来、一般財源を用いてやるべき

仕事をなるべくやるというような形で進めています。ただ、一部今言われた商品券ですと

かこのようなものについては、恐らくこのようなお金がなければできなかった事業ではな

いかというものもあります。これについては、もちろん商店街の振興や地域の経済なども

勘案して政策的に順番をつけながら決めていった。 

 そして、論議につきましては、今回、この２億円という形で出ていますが、これは昨年

度の国の一次補正、二次補正の段階で既にこのような金が出ていましたので、これは各課

からその際、前倒しできるものということで事業を集めた中で、もちろん課長会議等でも

論議して、この事業を選択してきたということでございます。 

○議長(橋本憲治君) ほかにご質疑ありますか。 

３番、山本朝英君。 

○３番(山本朝英君) ３番、山本です。何点かお伺いをしたいと思います。まず、はじめ 

に、今それぞれ工藤議員や上原議員から話ありましたプレミアム付商品券の関係につきま

して、お伺いしたいと思いますが、我々、今までのこのような系統の商品券というの 

は、町民全体が少し冷めきっている部分がありまして、一般質問でもあったかと思います

が、行った時には、既に券がないだとか、そのようなことで買い占められたということで

買えなかったという人たちが随分いたようです。これは、商工会の関係だと思います 

が、そのことから、１戸が２万円なのか、１人なのかということが、あまり定着してない

のです。この内容がです。 

それと、今、工藤議員からもありましたように買える予算のある人は、どんどん一気に

買えるのと思いますが、できることなら、例えば３ヵ月あるとしたら、１回に、その年金

の中から出せないという人もいるのです。そのようなことから考えると１回ではなく３回

まであるとか、そのことを特に、高齢者の一人世帯などの年金生活者の方については、で

きるだけ手厚いような方法も一方で考えながら、ぜひ、取り組むべきだと思いますし、町

民に対するＰＲをもう少しすべきでないかと思っておりますので、まず、その点につい 

て、１つご答弁をいただきたい。 

 それから土木費の関係でお伺いをしたい。今回の補正の関係で、いろいろできる事業が

増えたと思いますが、担当課長、係長は大変この雨でご苦労された。自分もこのような大

雨のときは、随分あちこちで災害などいろいろなことが起きる箇所から呼ばれて行きます

が、これは、過去において例えば、号線などの道路横断でも３００ぐらいのトラフに蓋を
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してふさいでいます。土管ではなくてふさいでいる箇所が随所に随分あるのです。今の時

代ですから、区画整理で整備したことにより、一気にトラフへどんどん出てくる。ところ

が、その飲み込めないという箇所が、川南にも川北にもある。いわゆる３００の真っ角の

トラフに蓋をするもので、丸くないものですから、すぐにごみが詰まる。これは川南の方

にも随分ありまして、先日も見ましたが、その度に、担当職員も走り回り、水を切った 

り、いろいろしていますが、今後そのようなことにおいて、今回、南１１線と駒里地域の

ほうだというようなことなので、今後この点について、どのように考えているのかを含め

て、雨の度そのようなことが随時起きて、担当者も随分苦労していますので、そのことも

含めてお伺いしたい。 

○議長(橋本憲治君) テープの関係で、１１時５分まで休憩をいたしたいと思います。答弁

はその後いただきたいと思います。 

 

休憩 午前 １０時５３分 

再開 午前 １１時０５分 

 

○議長(橋本憲治君) 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

農林商工課長。 

○農林商工課長(佐藤正好君) プレミアム付商品券につきまして、年金生活者等が買えるよ

うなことということで、例としまして、毎月購入できるような方法も考えられないかとい

うようなお尋ねをいただきました。商工会と協議の中では、歳末商戦を前提にしていると

いうようなこともございまして、毎月というようになりますと全道的に見ましても、そう

した事例というのはございませんし、有効期限の関係で非常に事務が複雑になるというこ

とで、現実的ではないのかと思います。議員が言われた年金生活者等でも十分買えるよう

な体制としましては、これからの商工会との相談事項になるかと思いますが、例えば、年

金の支払い月というのが偶数月ですから、１月程度早めるとか、１０月からの発売にする

とか、あるいは前回は、１万円単位で販売しておりましたが、それを５，０００円単位の

ものに改めるとか、そのようなことができないか、今後、実施主体の商工会とも十分協議

しながら、検討してまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) 建設課長。 

○建設課長(林 秀貴君) ４ページの土木費の町道補修事業の関係でご質問いただきまし

た。 

 今回の交付金活用した側溝整備につきましては、経年劣化などによるトラフの破損 

や、もともと素掘り側溝でしたが、周りの状況が変わり、その素掘りでは対応できなくな

ったというような箇所のトラフを入れ替えるという計画的なもので、いろいろな地域から

要望がございまして、その中でも緊急性の高い箇所を今回実施するものでございます。 

 それと議員が言われたトラフの蓋における大雨等の被害の関係でございますが、古い基

準の中では取付道路など、そのような横断箇所につきましては、トラフで施工されている

箇所がございます。今の基準で申し上げますとそのような横断箇所につきましては、横断

管と管で施工してございますが、その現状を見なければ分かりませんが、例えば、今 

後、側溝の深さ等を見て現場対応をしていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと
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思います。 

○議長(橋本憲治君) ほかにご質疑ございませんか。山本朝英君。 

○３番(山本朝英君) 商品券については、ぜひ年金の人たちでも楽に買える。そして、利用

できるような体制をぜひ、とっていただければと思っています。 

 それから、土木の関係なのですが、これだけ週末になると雨がくるというような、異常

気象の時ですので、これとは離れるかもしれないのですが、今後において、道路事業等々

の工事をする時に古い土管を傷めないように必ず残しておき、将来、金を使わなくてもで

きる訳ですから、そのこともひとつ念頭に置いて急ぐ箇所から、そのような対応をしても

らえればと思います。このような年がいつもあるとは思っていませんが、本当に担当は見

ていると休む暇もないぐらい走り回っていますので、そのようなことをひとつぜひ念頭に

置いて、今後も進めて欲しいと思いますし、要望になりますがお願いします。 

○議長(橋本憲治君) 小林一甫君 

○５番(小林一甫君) ５番、小林です。１点だけお伺いをいたしたいと思います。５ページ

１０款、教育費、スクールバス運行について、運行費の中でお伺いしたいと思います。 

 今回は、スクールバス２台のシートベルト交換ということでありますが、この２台が終

了後、何台残っているのか。 

 それと例えば、１年生でも十分シートベルトを着用できるのかどうか。その辺どうなの

か、お伺いをいたしたい。 

○議長(橋本憲治君) 建設課長。 

○建設課長(林 秀貴君) １０款のスクールバス関係でご質問いただきました。まず、今回

の交付金活用したシートベルトを手動調整型から自動巻取り型に替える訳でございます 

が、スクールバスについては、４路線運行されており、４路線のうち２台が手動調整型 

で、ほかの２台は、現在、自動巻取り型で運行されているということです。 

 それと低学年のシートベルトの関係でございますが、幼稚園児につきましては、乗車す

る時、親が調整してシートベルトを装着し、帰りは、幼稚園の先生が乗車し調整している

ということでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長(橋本憲治君) ほかにご質疑ございますか。 

（「なし」との声あり） 

○議長(橋本憲治君) 質疑がないようですので、議案第４８号の質疑を終了いたします。 

 次に、議案第４９号の質疑を許します。 

 ご質疑ございますか。 

（「なし」との声あり） 

○議長(橋本憲治君) 質疑がないようですので、議案第４９号の質疑を終了いたします。 

 以上をもって質疑を終了いたします。 

 これより一括議題の討論を行います討論にあたっては、議案番号を指定してから討論願

います。 

 討論ございますか。 

（「なし」との声あり） 

○議長(橋本憲治君) 討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。 

 これより、一括議題の議案第５０号、議案第５１号、議案第４８号、議案第４９号の採
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決をいたします。 

 議案第５０号、議案第５１号、議案第４８号、議案第４９号は、原案のとおり決定する

ことにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長(橋本憲治君) 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５０号、議案第５１号、議案第４８号、議案第４９号は原案のとおり可

決されました。 

 

◎閉会の宣言 

○議長(橋本憲治君) 以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は、全部終了いたし

ました。 

 これにて、平成２１年第３回訓子府町議会臨時会を閉会いたします。 

 本日は、大変ご苦労様でございました。 

 

閉会 午前１１時１４分 
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  以上、平成２１年第３回臨時町議会の会議録は森谷事務局長が大要をまとめた

ものであるが、記載に相違ないことを認め、ここに署名する。 
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